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活
上
の
必
需
品
は 

總
て
尊
實
的
制
度
の

^

に
ノ
あ

6

し
を
以
て
、猶
太

<

の
商
業
的
活
動
は
'何
等
見
る
可
き
名
の
な 

し
、(

十)

次
ぎ
に
以
太
利

U

於
け
る
猶
太
人
の
社
會
的
地
位
於

&

好
な
ら
次

ク
し
こ
と
は
、

1!
馬
の 

如
き
彼
等
の
中
ょ

6
幾
多
の
無
產
者
階
級
の
徒
を
出
し
、自
餘
の
徒

$
多
く
裁
縫
師
«
エ
の
如 

き
手

H

業
者
に
し
て

(

十

一
)

東
洋
方
面
ょ

6
同
市
へ
の
、砻
修
品
の
輸

A

は
前
に
述
べ

fe
る「

シ
y 

ア
^

商
人
と
歷
山
府
在
住
の
猶
太
人
に
よ

-
^y

營
爻
れ
し
名
の
な

-
^
と
す
、又
杧
西
班
牙
及
獨

.

.

逸
地
方
に
於
け
る
猶
太
人

$ 

_
馬
帝
政
塘
代
の
末
期
迤
は
商
業
上
、何
等
活
動
の
痕
跡
を
見

g
 

以
上
の
史
的
硏
究
を
慨
論
す
る
乙
と
次
の
如
し
。

羅
馬
帝
國
滅

C
0

赌
期
に
至

:る
迄
猶
太
民
族
に
よ

6

て
集
積
せ
ら
れ
允
る
大
な
る
富
咚
只 

だ「

パ
ピ

'
ロ1

1

ァ」

方
面
に
於
け
る
彼
等
の
土
地
經
營
と
金
贷
事
業
と
に
於
<
の
み
之
れ
を
兄 

:

.
:
.る
の
み
、尊
ら
彼
の

.商
業
的
行
爲
に
よ

6

<
集
積
せ
ら
れ
杧
る
歷
山
庥
猶
太
人
の
資
金
は
五 

il
l:
紀
の
初
期
に
於

<

全
く
掠
奪
的
悲
運
の
下
に
煙
の
如
く
散

^

る
に
至
れ
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:

'

■H
r^
舊
節
の
浪
池
把
る
沿
に
於
て
日
其
曼
民
族
に
よ
ぅ
て
な

3

れ
お
る
國
家

'&>
'
、1

_
游
％
に 

成
立
す
る
や
、此
地
方
の
猶
木
芪
族
は
日
耳
曼
民
族
と
共
に

o
<'
8 

R
o
m
a
n
i

の
特
權
を
有
せ
し 

を
以

<
彼
等
は
自
か
ら
地
主

i

し
，て
活
動
す
る
.，に
至
れ
も
郎
ち

C
o
d
e
x

 

T
c
o
d
o
r
i
d

 

(XII, 1.15
7

丨 

ソ3
。、.に
現
は
れ

^

る
-キ
ョ
ル
ン

」

の

I
;

猶
太

;A
の
.
如
き
、

(

四
世
紀
の
中
期

)

其
他
、蒙
古
軍
俊
入
以
故
に 

於
け
る

「

シ
ユ
レ
ジ

」

ン
.-の
土
地
經
營
の
如
き

(

こ
又

ft
佛
蘭
西
地
方
の
猶
太
人
舣
自
由
に
其
錄 

業
を
營
み
し
こ

i
»
-
ブ
パ
ボ

y
ニ

.r
f
細
近

Q

H

陵

r-
g
o
n i

u
d
a
i
c
u
s

の
名

«
、存
す
る
に
よ

-

o

て 

或
は
リ
オ
ン
^

汇
の
地
方
に
炎
之
れ
に
類
似
の
事
實
あ
る
に
よ

.-

C
v

て
知
る
を
得
可
し
、へ

S

次
ぎ 

に
伊
太
利
方
面
に
て

.は
、六

1&
紀
の
頃

「
口 '

V

パ
ル
デ
ー

」

地
方
に
於
け
る
猶
太
人
の
■地主
於
多
數 

の
基
督
敎
徒
を
使
役
せ

C

こ
L
C
及
-
シ

、
リ
ー

j

に
於
け
る
寺
領
炉
多
く
猶
太
‘人
の
手

1C
落
ち
し 

こ
と
を

.證
明
せ
る
グ

'
 
レ
ゴ
リ
ー

」

ー
世

0

書
信
に
よ

i

て
、知
る
を

#;
可
し
、(

三)

其
他
、五
百
ー

1
1卜
又 

年
及
五
百
四
ィ

一

年
に
於
け
る

「

才
ル
レ
ア

\
」 Q

結
.集
、五
百
八
十

一

年
の

「

V

I T
T

ン」

の
結
集
、五 

西
八咔九年

の「

ト
.レ，：
ド
ー

」

の
結
集
等

3

此
間
の
消
息
を
語
る
名
の
な

^n

i

す
、(
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猶
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^
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.
生
す
る
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®

l

原

因

し
I

f

耳
曼

5

5

ス」

ょ
6

羅
？

中
心

4

る 

舊
敎
に
改
宗
せ
し

t

i 

« 

6

iす
、之
れ
に
上
忘
舊
敎
を
舉
せ
る
羅
馬
人
と
新
た

S

敎
化 

ょ
る

B

.I
I
*曼
民
族
と
め

.間

U

浪
血
作
用
行
は
れ
、其
結
果
と
し

V

猶
太
民
族
は
必
ず
し
？

 

0

1
 

.R
o

l

 

i
符
合
せ

i

 
く
て
：1

方
に
は
彼
等
に
對
す
る
雜
馬
法
の
勢
力
及
ば

f

"
名
の

t

 

と
ち
に
、やノ
 

f
c

1

方
に
は
各
民
族
の
地
方
法
な
る
？
の
名
、彼
等
を
之

S

適
用
範
圍
外
に
谣

H 

る
i

て
、彼
等
は
從
來
の
如
ぐ
、自
已
の
财
產
の
安
固
を
保
つ
こ
と
能

I

し

'
土
地
讓
渡
、換 

t
す
d

動
産
を
動
産
化
す
る
規
象
を
生
申
る
昼

t

而
し
て
此
の
如
き
现
象
は
プ
ジ
、
 

レ

論

國

に

5

遲
く
と
も
六
世
紀
の
後
半
期
备
太
？

5

卷

紀

に

於

て

發

生

1

、

伹
I

s

f

何
れ

S

方

u
t

v

 

4

く

S

t

 

4

含

t

s

#
、
西

班

牙

:

に

^
ぶる酹太

民
：
族

id
：車
に

「

グ
ジ
ナ
ダ

/タ
ラ
ゴ
ア

」

•の
如
き
都
市
に
定
住
せ
し
の
み
な
ら
卞
叉 

方
に
あ

6 V
、

タ
グ
く
の
奴
隸
を
使
役

.し
以

ベ

葡

萄

園

及

橄

機

園

等

を

.經

營

せ

し

S
S

)

六
言 

九
十
四
年

U

至

6
西「

ゴ
ス

」

の
主
權
者
は
信
仰
上
の
統

一

の
爲
め

一
切
、猶
太
民
族
は
其
饭
內
に 

讼

C 

土
也
、̂

屋
を
所

.有.す

る
乙

i

能
は

字

る
を

命
ず

る
に
，
至

れ
A
y (

六)

然
ヵ
？
西

班

牙

に

ナ

t
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I

V

彼
f

舊

し

f

 y

彼
I

f

此
f

て

不

動

廣

れ

邊

餐

十

.

i
紀
S

け

I

逸

5

義

.

|

1

甚
は
た
ぎ
し

&

ち
>

ィ

\

ツ」

に
於
け
る
猶
太
敎
の
宣
敎
项
ー
フ

ベ
ニ
ユ
ー
ゲ
レ

yn 

A -
t

L A
u

r

錄
に
ょ
れ
ば
意
猶
太
人
に
し
て

I

園
及

.

I

I
有
せ
し

I

多

i

 

,
复
の
際
、家屋
及
土
地
を

f

し、叉

5

ィ
ン
リ
ッ
ヒ

」

四
®
 

5

パ
ィ
レ
ル

」

に
於 

し

.
、

、

*

人
の
®'ノ

 

ノ
；备

す

2 

狀
は
明
か
に
彼
等
の
土
地
所
有
權
を
認
®
せ
る

名

のに 

ょ

紀

I

f

 

"

I

I

Sを
所
有

f

實
證
言
、加

t

に
彼
等
の

 

一
A 

I

所
有

s

 

i

墓

I

f

貸
偕
賞
降
て
エ
他
紀
に
於
？

彼

等

J
j

;

ジ

'

ー
ぐ
ど
にv 

土
地
を

S

せ
し
匕

i

は
千
百
五
十
年
顷
彼

I

一
 

人

5

レ
ス
ラ

I

I

ト 

:

;」

の
划
い
ぁ
る
チ
ン
ツ

」
村
を
領
せ
し
に
て
知
る
を
得
可
し
、以
上

0
例
證
は

« 

か
に
獨
逸

S

太
人
？

 

二
世

£

は
f

し

i

M
 

J

喜

I

I

。
と

I

I

 

る
1

?

と
す
、而
し
て
此

S

自
於
ら
土

f

 

f

せ
し

f

 

f

、或

s

f

言

f

有

し

碧

は

|

の
|

富
 

せ
矣
だ
是
等
の

-場
合

S

て
は
、彼
等
は
你

S

族
的
地
主

Q
、
t

 土
地
よ

6

の
收
益
を

< f

め
し
名
の
に
し

V
、

自

4

ら
手
を
土
地
に
下

.せ
し
爆
合
は
極
め
て
僅
少
と
な
す
、殊

U

六
世
紀
末 

に
於

V

彼
等
の
主
な

る

®

業

^

金
®

な
6

し
と
、公
民
と
し

<

彼
等

.の
社
會
的
地
位
於
極
め

< 

.不

確

定

な
6

し
i
、屢

■

々
迫

#.
を
雛
む

^
/
S
M
產
を
沒
收
せ
ら
る
、
の
厄
に

^
&
.
^
し

nJ 

L
e
t
t 

彼
等
の
.所
有
權
の
下
に

あ

ら

し
名

の
を
、
^

め
て
動
產
化
せ
ん
と
の
努
力
を
生

^

る
に
至

れ

ム
'
 

而
し

.

V

是
等
の
動
產
化
さ
れ
セ
る
名
の

^

此
以
後
猶
太
人
の
世
界
的
商
業
に
向
て
其
.-物
的 

基
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と
な
れ

6

と
な

.す「

ン
ッ
ベ
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0
有
は
略
ぼ
事
實
に
近
し

と

信
岁
ぺ
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只
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は
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S
班
牙
に
於

f

猶
太

s

 

S

業
は
少
く 

と
名
紀
元
後
六
世

I

S

S

し

V

S

は
f

摩

？

發
達

m

し
て
當
皆
，

p 

に

方

て

比

較
s

 

f

る

意

管

5

レ
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t
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P
の

減

少
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し
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ソ
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の動

？！

を
永
め
し
こ

督

敎

徒

の

多

く

奴

奴

1

と

し

く

赞

^

\

广；克

殳

と

_

*

f

-

> 

猓
ス
メ
广
伋
役
せ
ら
る
、
を
見
て
、斷
然
、羅
幕
及

r

ト
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ネ
、

W

る

奴

隸

市

場

の

閉

鐵

を

命
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r
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フ
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r
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1

)

此

絡

見

と

しV..

大

な

る

損

害

を

被

ひ
4

し
名

ぎ
は
伊
太
利
在
住
の
猶
太
'人
に
し
て
、彼

等

の

或

翁

は

更

に

他

の

販

路
I

む
る
2

「

厂

レ
 

ナ

方
u
,
s

し
I

?

、叉
S

者

は

官
f

 
l

m

の

商

實

の

永

鑛

せ

拿
 

> 
$

v f
し
名

の
あ
ろ
倚
ほ「

ナ

水
y」

の「

バ
ジ
ル
ス」

の
如
き
は
、自

己

0
商

寶

を

遂

行
：̂ 
I

が
«

S

I

し
て
f

s

l

の

處

を

受

け

f

t

こ

と

言

三

)

其

後

證

の

S

.#
々
寬
大
と
な

6
し

0
、各
她
方
に
於
け
る

.結
集

«
益
々
此
商
寶
の
背
理
な
る

.所
以

t
攻
®
せ 

A
V例

者

、

「

ト
レ
ド
ー
，，の

結

集

(

六
百
五
十
六
年

)

に
<
は
敎
導
職
に
從
事
す
る
名
の
に
し
て
基
督
敎 

.徒
を
奴
隸
と
し

v

西
班
牙
の
猶
太
人
に
寶
渡
す
を
禁

b

x
tt「

才
ル
レ
ア
ど
及

_
>
丨

n
ン」

の
結 

集
の
決
議
に
よ
れ
ば
、基
督
敎
徒
は
猶
太
人
よ

6
奴
隸

.一
人
を
十
二

「

グ
リ
デ

」(

當
滕
一
般
商
業
上 

.の
通
貨
と
し
て
流
通
せ
し
金
貨

)

に
て
賈
ひ
、之
れ
を
自
由
に
解
放
す
る
權

■利
を
赋
與
す
る
に
.至 

れ
6
、斯
く

<「

マ
ル
セ
、ィ
ユ

」

4

ツ
ー
ル
ー
ズ

」

の
猶
太
人
は
、七
世
紀

.に
於
<
#
ら
其
販
路
を
英
國 

u

求
む
る
に
至
れ

6(

三)

而
し

y

之
れ
と
前

〗

後
し
て
、«
國
の
猶
太
人
は
旣
に
商
品
取
引
に
從
事 

せ
し
證
左
ぁ

6
、卽
ち
巴
里
在
住
の

「

プ
リ
ス
カ
ス

」

は
王

「

チ
ル
ぺ
リ
ヒ

」

の
御
用
商
人
と
し
<
殊
に 

壬
の
知

®

を
被

b

 

6
、叉

^

ツ
V

ル」

の「

グ
レ
ダ

y

丨」

の
記
せ
し
處
に
よ
れ
ば

「

ク
レ
ル
ー
モ
ン

」

の 

僧
正
が
屢

/

其
地
方
の
猶
本
人
よ
纟
高
價
の
香
料
を
購
求
せ
し
如
き
ぁ

6

0

S
、當
脬
に
ぁ

6 

V
、

高
貴

0-
僭
宫
は
猶
太
人
に
と

.
V

て
最
多
大
切
な

.る
顧
客
に
し

<
、彼
等
は

5£
に
進
ん
で
尼

 ̂

.
に
？
出
久
せ

心
、而

し

て

當
塒
佛
國

.內
の
猶
太
人
が
商
業
上
.及
财
政
上
重
要
な
る
地
位
を
有
せ 

し
こ
と
は
、彼
等
を
最
名
惡
み
し

「

ダ
ず
ベ
ル
ト

」

王
^
其
の
領
內
よ

6

猶
太
商
人
を
排
斥
し
能
は 

2'
'

6
し
の
み
な
ら
少
、併
、せ

<
自
已
の
財
務
顧
問

:'
4

し

<「

サ
灯

❖

ン
u

I

猶
太
人
を
採
用
せ 

四
.ニ
九
歳
の
企
粱
化

， 

鸥

九

:-
r



i

o

.鎮
の
企
 
f
' 

: 

•
 

.
 

: 

B

 

し
に
て
知
る
を
得
可
し
、

I

而
し
て
斯
く
の
如
食
编
耍
な
る
地
位
を
占
め
し

t

と
は
、彼
等
が
單 

に
當
を
有

^
し
が
敌

0
み
に

^
ら
岁
し
て
、寧
ろ
彼
等
の
理
財
的
能
力
に
歸
せ
次
る
を
得
^
、次 

ぎ
に
此
滕
代
に
於

v

東
洋
方
面
の
物
産

^

る
絹
織
物
、域
及
產
麻
布
等
财
佛
蘭
西
の

s

f「

ナ
ル 

水

ン

ヌ」「

ボ

ル

ド
J

M
中
部

f

オ
ル
レ
ア
ン

」

及
_
-ツ

ー

ル」)

等
に
出
現
せ
し
こ
は
、多
く

「

シ
•リ
ア

」

商
人
の 

媒
：介
に
よ
る
炎
其
間
猶
太
人
％
亦
杧
間
接
に
之
れ
财
媒
介
者
の
地
位
に
立
ち
し
？
の
な

6

と 

プ

.げ
し
て
西
免
ロ
 

•歐
浊
の

r

太
人
が
東
洋
方
面
と
直
接
の
關
係
を
有
す
る
に
至

6

し
は
、七

&

U
U 

の
後
に

'0
1
孙
後
私

1
1
1
1
年
に

1;
6

て
、彼

等

は

東

洋

方

面

の

商

品

.に

對

す

る

只

一

の
取
引
審
i 

し
て
、殆
ん
ど
獨
占
的
の
勢
力
を
有
す
る
に
至
れ

6
、何

i

な
れ

.ば「

シ
リ
ア

」

商
人
の
西
部
歐
洲
に 

於
て
勢
カ
を
有
せ
し
は
六
世
紀
迄
に
し
て
、又
杧

一
方
に
て
は
朋
刺
比
迪
商
人
は
槪
し
て
十
一 

U:
$

&
,
»B

^

lc
於
て
其
商
業
的
活
動
の

•見
る
可
き

S

の
な
く
、「

ス
ラ

.f -
及
希
嶽
の
商

\ 

?
埃 

に
其
取
引
範

0

を

»

部
地
方
の
み
に
服

6
し
を
以
て
な

A

六)

尙
ほ
是
等
猶
太
民
族
の
來
洋
貴 

易
が
著

し

く
發
達
せ

し
.理
由
は

「

力
ロ 

y
ン
が」

朝
滅

.‘に「
ヵ
ー
ル
矢
帝
の
如
き
能
く
、衆
洋
方
面
よ 

6
來
る
物
産
を
理
解

し
厚
き
.保
護

そ

彼
等
に
加
へ
し
に
よ
る

«

の
な

6

と
す
、而

し
て
彼
等
は 

其
保
護
に
對
し
て
埘
弋
貢
物

.を
呈
す
る
外
は
、關
桃
、國
魏
其
他

 

ー
fj
の
支
出
を
免
せ
ら
て
し

g

の
な

Av 

LJす
、但

此

制

度
S

後
世
に
至

6

て
は
、多
少
訂
正
せ
ら
れ

V

、年
々
或
は
£
年
毎
に
其
利 

益
の

一
部
を
獻
せ
し
名
の
な
す
、叉
杧
西
部
地
方
に
て
は

基
督
敎

徒
の
商
人
於
純
益
の
十 

1

分
の
一

を

提
供
す

る
に

麵
し
<
、猶
太
入
は
之
胗
十
分
の

一
を

納
め
し
名
の
な

6

と
す
、做
ほ 

西
歐
の
猶
太
人

'炉
商
人
と
し
て
柬
洋
方
面
に
赴
き
し
事
實
は
、紀
元

九

®

紀
に
於
け

"る
3S
刺
比 

W

の
職
遞

S

ィ
ブ
、コ
ル
ダ
ド
べ

ー」

の

記

述

と「

カ
サ
レ
ン」

王 
'の

下

に
ぁ
る
西
现
牙
の
猶
太
人「
♦チ 

ヤ
ス
デ

」

の
書
信
に
よ

6
V

明
か
な

A

七)

卽
ち
此
記
述
：に
從
へ
ば
、此
雕
、猶
太
の
商
人
が
東
洋
方 

面
に
赴
き
し
通
路
は
大

略

四

つ
ぁ

纟

、

0 1
ち

第

一

の
通
路
は
海
路
に
し
て
、先
づ
«
國

よ
ら
‘
海
路 

嫔
及
に
出

5

に
紅
海
を
經
て
印

.度
洋
に
達
す
る

4
の
、第
ニ
は
侮
陸
相
半
ば
す
る
名

Q

 

U

し 

て
、地
中
海
よ
ぅ
化
部

「

シ
リ
ア

」

の
大
河

「

オ
ロ 

y
T

i

f

へ

；

、ァ

ど

河

星

陸

し

、

BI
U「

ユ 
>—

フIN 

J
ト」「

V

グ
ー
！

\

ツ
ト」「

チ
グ
リ
ス」

波
斯
灣
を
'經
て
印
度
洋
に
達
す
る
名
の
、第
三
は 

.陸

路

に

しV

先
づ
西
部
歐
羅
巴
よ

；̂

獨
逸
及

「

ス
•ラ
ブ

J

民
族
の
地
方
を
經

V
「

カ
サ

.レ
ン

」

王
國

Q

 

首
部
ィ
チ

ル」

に
達
し
、

(r

が
サ
レ

ン」

は「

ゥ

才

ル
r」

w
.
_
の

玉

國

に
し

て
*
#

!?
-ィ

チ
ル」

は
約
百
年 

を
.通
匕
て
7
プ
ル
ガ
y

ァ
/
»
_

希
臘
等
の
諸
國
の
，商
人
於
集
.合
す
ー
る
最
？
重
學
な
る
市
場
に
し 

て
、殊
に
紀

.元

後

七

，
百

ニ

十

三

年

-ビ
f

ン
チ
ン」

帝
a

に
輕
け
名
：猶
本
.人
.追
：逐
せ
ら
る
'
V
や
、彼
等 

1

3

2

民
族
の
翁
ザ 

‘



g
3

1
.

1

歲
の
盡
化 

, 

•

31
J
I

2

數

は

此

王

國
5

住
し
、f

亜

細

亜

及

希

腦

方
，
f

 

■す

る
.取

引
I

せ
A

t
 f

 

'ス

ビ
t

 
f

 
v

中

益

細

'

I

面

s
 
1

1

度

，

く

陸
f

 
f

 

I

に

し

巻

づ
S

雨
國
地
方
よ

/
i

弗
利
加
に
渡

I

れ
於
北
岸
を

把
ど

ノ
ノ
て
、蘇

西

に
出
甚
に

「

シr

 

ァ
t,
:

:
ビロ 

n 

7

K

印
度
、
支

那

方

面

而

し

v

彼

等
S

途

次

の

海
港
に
於
て
到 

在

住

す

る
I

t

s

l

s

f

取
引
上
、非
t

る
便
益
を
被
む
れ 

“

i

r f
の
f

 

£

等

の

1

部
は

「n
>

x

タ
ン
チ
ノ
プ
ル

」

u

f

、此
地
に

V

S

I

 

プ
：

h, 
4

-1
ら
し

tt
‘る

;
招
を

實

却

せ
i

而

し
て
當
肪
取
引
に
上

6
■し
貨
物

i 

H

 

“

“

希
腦

U

皮
、刀

i

上
歐
溯
よ

I

洋

f

 

f

せ
し

I

H

L

ff
i
l 

ム

k

'

よ
/
i

谢

f

 
I

し
物)(
八)
等

？

i

す
、聋
、
猶

太

人
は

是

等

の
S

的
產
激

に
よ 

y

v

?

る
利
益
4

得

す

る

に

極
め
て

好

都

合

の

地
位
に

T

し
こ

i

は
I

の
顧

5

“

力

の

貧

弱

な

属

民

の

f

t

f

て
、I

に

？

s

s

s

?

^

S

は

重

の

僧

促

I

し

故

？

妄

彼

の

「

マ

ィ

y

ッ」

の

大

僭

¥
七

ル

g

一
 
猶

^
;

:
l f

w
髮

 

I

 縛

.. 

' 

‘

!•
,
: 

. 

. 

. 

: 

. 

.. 

_ 

:

u

波
等
の
利
得
を
大
な
ら
し
め
し

3

の
は
、
#

に
.是
等
の
：貨
物
が

.珍
奇
、高
價
の

2

の
.な
.る
於
爲 

に
あ
ら
少
し

<、彼
等
奴
是
等
の
：貨
物
を
獲

#

す
る
際
、代
償
と
し
て
使
用
し
杧
る
奴
隸
妒
比
較 

的
低
廉
な

6

む
に
よ
る

名

の
な

6

と
す
、要
す
る
に
、猶

太

人

對

高

貴

の

僧

侶

：の
關
係
を
斷
»
'
せ 

し
.め
ん
と

.す
'る
幾
多
の
法
主

^

と
各
地
方
の
蘇
集
の
決
議
あ

/
リ
し
に
不
拘
、十
世
紀
造
は
其

II
1
J
, 

何
等
の
纖
化
を
見
次

6

し

^

の
な

6

と
す
、
+
裔
ほ

«

太
人
於
柬
痒
方
面

.

U

赴
き
し
事
實
は
、以 

上
述
べ

^

る
外

「

サ
ン
、ガ
レ
ン

」

の

|

僧
侶
の
語
ろ
し
處
に
よ
れ
ば

r

フ
ヲ
ン
グ
し
王
國
の
翁
太
人
は 

屢
々

「

バ
レ
ス
チ
ナ

」

方
而
ゾ
上

6

高
價
の

.物
品
を

»

ら
し
、
#

て「

ナ
ル
ボ
ン
ヌ

J

港
'

U
.
1

*
舶
の
出
現 

せ
し
際

(

同
地
の
人
々

»

}
&如3
5
の
言
を
繰

6

返
せ

6
.51̂

「

ル
!

ド

ゥ

ー

ヒ

、デ

ル

、フ
ロ

 

y
 

メ

」

は 

當
»

の
猶

*

人
に
向
て
柬
洋
方

Is
に
渡
航
す

る

朱
印
狀
を
與
へ

^

6
、叉

X 
二
ス」

の
六
統
領 

「

ベ
ト
ル
ス

/か「

マ
ィ

y
ッ」

の
大
僧
正
に
與
へ
し
書
信
中
に

.は
'猶
太
人

'形「

ィ
ェ
ル
サ

レ

ム」

よ
6

獨

逸 

^

毛
織
物
、金
属
、香
料

^

を

0
ら
■せ
し
こ
と
を
記
せ
■纟
、

(

十 
一

jlt
ほ

兹

に

一

の
.假
S

說
あ

6

を
は 

近
JI
$「

マ

キ

:/
ミ
.リ
ア

ン
、
グ

ム

ブ
ロ
ゥ

*4
ツ

」

r
i-CN y

代
表
せ
ら

•
る
名
の
に
し
て
、郎
ち
猶
太
人 

を
以
て
牝
ガ

「

バ
ル
チ
ツ
グ
方
面

i

亜
細
茆
方
面
と
の
間
に
於

¥

る
商
業
の
へ
»

盛

大

な
6

し
は 

八
®

紀

よ
6

十
®

紀
の
初
•期

IC
M

る
迄
M

1

,の
-■代

表

者
と

袞

が

に
あ

i
w
し
て
.此
假
寒
說
の

四
i
i 

五
ヨ
.
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i
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I
,

基
礙
と
な

f

の
I

國

3

ル
チ
ッ
グ

」

海
方

®

l

i

l

s

s

l
し
く
發
見 

せ

急

V
乙
i

?

と
I

し
前
に
揭
げ
し

「

ィ

5

ル
ダ
マ
ド

r

 

J

l

?

i
れ

1

4

 

露
西
峁
人
殊
に

-ス
ヵ
ン
デ
ナ
ビ
ア
，人

は

單

に

海

賊

と

し

て

に

あ

ら

^

し
て
、寧
ろ
平
和
.的 

，
レ 
'
.
プ
ス

.ヒ
-•济

を
渡

6

v

二
ク

1

フ
ッ
ト

」

方
面
に
赴
き
し
事
實
あ
る
を
以
て
見
れ
ば
、此

«

唯 

說
は
直
ち
に
採
用
す
る
こ
と
能

ざ
る
な

〜

人(

十〗

一〕

之

れ

を

舉

す

る

に

、八

他

紀

及

九

を

紀

‘▲
，
.於 

け
る
猶
太
 <

 
の
資

5

 

® 

?

し

§

ら
商

1

0 

s

 

S

 

« 

0

多
.

し 
< 

以
卜
；の 

如
き
富
を
齋
ら
せ
し
潭
因
は
彼
等
の
人
格
上
の
要
素
以
外
に
ニ
で
ー
ド
ゥ
冲
ヒ
デ
ル
プ
ロ
ム 

メ
生
の
言
に
あ
る
财
如
き

»

許
主
養
ニ

)

東
洋
實
易
の
獨
占
的
行
爲

(

三)

特

別

な

る
法
窜

b

の
呆 

課

篇

税

ヵ

售

場

®

引
上
宗
敎

I

に
す

I

果
一
般
民
衆

u

對
し

y

最

，

p

 

t
要
覦

f

 

れ
し

i

と
な
ど
と
す

'然
る
に
其
後
彼
等

.の•
東
洋
方
面
に

#
す
る
獨
占
的
地
位
兔
奪
は
ん

i
す 

る
名
の
出
現
す
る
に
至

t

郎

ち

以

太

利

方
面
に
於
け
る
デ

マ
ル
フ
ィ

」

f

ス，等
の
商
業
的 

活
動
に
し
て
、彼
の

「

チ
ヤ
ス

^
丨

し
の
書
信
中

I

人
は

S

其
他
.遠
土
の
地
方
ょ
ふ
れ
る
商 

A

を

見

る
而

し

て
彼
等
は

香
料
、寶

S
其
他
珍
奇
の
產
物
を
王
侯
に

齋

ら
せ

6」(

十
f

あ
る
は 

主
と
し
て
十
世
紀
に

..於
て
评
斑
牙
、歷
山
府
及

「

ヵ
ィ
ご
開
に
交
通
せ
し

「

ア
マ
ル
プ
ィ
久
を
皆
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猶
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落
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猶
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猶
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西
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鐵
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猶
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な
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i
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猶
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交
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に
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營
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叉
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